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2020年シンポジウム :「患者・家族を支える入退院支援」

入退院支援に対する栄養士の関わりと
今後の課題について

山 地 聡 子†
第74回国立病院総合医学会

（2020年10月17日～11月14日
WEB開催）
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要 旨 国立病院機構南京都病院（当院）は， 昭和14年 2 月に傷痍軍人京都療養所として設立
され，平成16年 4 月より独立行政法人国立病院機構南京都病院となった．335の病床

をもち， 結核，肺癌，慢性呼吸器疾患をはじめ，重症心身障がいや神経･筋疾患などの慢性疾患
を対象として専門性の高い診療を継続してきた．
　当院には，在宅酸素療法や人工呼吸器が必要な方，結核のように薬を確実に，そして継続して
内服する必要のある方等がおられ，退院･転院時には医師やケアを行うスタッフとの情報共有が
不可欠である．また，「入院時支援加算」や「入退院支援加算」が後押しとなり，入院までの円
滑な情報収集と入院早期からの適切なケアが行われ，多職種で連携しながら日々患者の対応にあ
たっている．多職種でのカンファレンスを通して，退院･転院に向けての方向性や問題点をスタッ
フ間で共有することができ，時には栄養サポートチームなどの医療チームとも連携しながら各専
門職種で役割分担できていると感じる．
　このたび，診療報酬改定の流れとともに，当院における管理栄養士の関わりについて紹介する．
また，NHO近畿管内病院と国立循環器病研究センターの施設のうち，主任・副室長が在籍する
16の施設間で2019年度に行ったアンケート結果を紹介し，今後の課題を考察したので報告する．
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はじめに

　厚生労働省は，2025年を目途に，可能な限り住み
慣れた地域で，自分らしい暮らしを人生の最期まで
続けることができるよう，地域の包括的な支援・サー
ビス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築を推
進している１）．その取り組みの強化として2016年度
の診療報酬改定では，栄養指導料において対象およ
び指導内容の拡充が図られた．2018年度の診療報酬
改定では，退院時共同指導料について参加する職種

に管理栄養士が追加された．さらに，2020年度の診
療報酬改定では，入院時支援加算において診療点数
が 2 分化され，栄養評価など，よりきめ細やかな入
院支援を行った場合に高点数となった．また，栄養
情報提供加算の新設や栄養サポートチーム加算の対
象病棟の拡充などもあり，栄養管理の重要性が認識
され，地域社会への管理栄養士の役割について期待
が寄せられていることと感じる．
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